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（
一
）
は
じ
め
に

現
在
の
南
大
阪
沿
岸
の
地
形
と
万
葉
時
代
の
地
形
に
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
西
に
広
が
る
海
と
、
常
世

国
の
よ
う
に
浮
か
ぶ
淡
路
島
は
一
三
〇
〇
年
の
時
差
を
感
じ
さ

せ
な
い
。
こ
の
章
で
は
、
万
葉
歌
碑
を
道
標
に
南
大
阪
の
万
葉

故
地
を
歩
く
こ
と
に
す
る
。

（
二
）
岸
和
田
〜
高
石

南
大
阪
湾
岸
の
万
葉
故
地
を
め
ぐ
る
に
は
南
海
本
線
と
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
が
適
し
て
い
る
。
今
回
は
、
南
海
難
波
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。
難
波
か
ら
急
行
に
乗
れ
ば
、
三
十
分
も
し
な
い
う
ち
に
岸
和
田
に
到
着
す
る
。
当
時
こ
の
あ
た
り
の
海
は
「
茅
渟
の
海
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
岸
和
田
駅
か
ら
海
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と
約
十
五
分
、
古
城
川
緑
道
の
中
に
あ
る
欄
干
橋
の
す
ぐ
そ
ば
に
、

珍
海
　
濱
邊
小
松
　
根
深
　
吾
度
戀
　
人
子

茅
渟
の
海
の
　
浜
辺
の
小
松
　
根
深
め
て
　
我
恋
ひ
渡
る
　
人
の
児
故
に
（
11
・
二
四
八
六
「
人
麻
呂
歌
集
」）

の
歌
碑
が
あ
る
。
歌
は
、
茅
渟
の
海
の
浜
辺
の
小
松
の
根
が
深
い
こ
と
か
ら
自
分
の
恋
の
深
さ
を
歌
っ
た
も
の
。
結
句
「
人
の
児
故
に
」

（「
他
人
の
恋
人
な
の
に
」
の
意
）
か
ら
、
思
う
相
手
に
は
す
で
に
恋
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
当
該
歌
の
原
文
を
見
る
と
、 二四八六番歌の歌碑
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助
詞
や
助
動
詞
に
当
た
る
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
う
し
た
書
式
は
、
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
万
葉
歌
に
特
徴
的
で

あ
り
（
人
麻
呂
歌
集
所
出
歌
の
す
べ
て
が
そ
う
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
）、「
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
」
と
呼
ば
れ
る
。

ま
た
、
当
該
歌
に
は
本
文
に
続
い
て
異
伝
が
記
さ
れ
る
。

或
本
歌
曰
　
血
沼
之
海
之
　
塩
干
能
小
松
　
根
母
己
呂
尓
　
戀
屋
度
　
人
兒
故
尓

或
本
の
歌
に
曰
く
、
茅
渟
の
海
の
　
潮
干
の
小
松
　
ね
も
こ
ろ
に
　
恋
ひ
や
渡
ら
む
　
人
の
児
故
に
（
11
・
二
四
八
六
「
人
麻
呂

歌
集
」
異
伝
歌
）

こ
ち
ら
は
、
助
詞
や
助
動
詞
が
表
記
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〜
四
句
に
小
異
が
あ
る
。
本
文
歌
は
「
浜
辺
の
小
松
」
と
い
う
一
般
的
な
景

と
、「
根
深
め
て
」
と
い
う
こ
れ
も
ま
た
一
般
的
な
表
現
を
経
て
、「
深
め
て
我
恋
ひ
渡
る
」
の
本
旨
の
部
分
が
導
か
れ
る
序
歌
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
異
伝
歌
で
は
、「
潮
干
の
小
松
」
と
潮
に
根
が
洗
わ
れ
る
干
潮
の
松
が
描
か
れ
、「
ね
も
こ
ろ
に
」
が
導

か
れ
る
。「
ね
も
こ
ろ
に
」
は
「
心
を
込
め
て
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。
続
く
「
恋
ひ
や
渡
ら
む
」
は
疑
問
の
「
や
」
を
含
む
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
己
の
感
情
に
対
す
る
疑
念
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
省
的
な
方
向
に
傾
く
の
が
異
伝
歌
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
し
か
も
、
序
詞
で
表
現
さ
れ
る
の
は
「
根
」
が
潮
に
洗
わ
れ
る
よ
う
に
外
か
ら
見
え
て
い
る
状
態
―
―
外
か
ら
見
え
て
し
ま
っ

て
い
る
状
態
―
―
で
あ
り
、
恋
心
が
世
間
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
様
子
さ
え
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
類
歌
関
係
に
あ
る
二
首
で

は
あ
る
が
、
よ
り
一
般
的
な
本
文
歌
に
対
し
て
、
個
別
的
性
格
の
強
い
自
省
的
な
異
伝
歌
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
る
い
は
人
麻
呂

歌
集
略
体
歌
の
本
文
歌
を
、
一
回
的
な
恋
愛
歌
に
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
が
異
伝
歌
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
本
文
歌
異
伝
歌
の
両
歌

が
い
か
な
る
際
に
歌
わ
れ
た
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
茅
渟
の
海
の
景
が
上
手
に
序
詞
に
組
み
込
ま
れ
た
歌
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
現
在
の
歌
碑
の
場
所
か
ら
海
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
茅
渟
の
海
」
を
見
る
た
め
に
は
、
こ
の
歌
碑
か
ら
さ

ら
に
十
数
分
海
に
向
か
っ
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
六
甲
の
山
並
が
見
え
る
だ
ろ
う
。「
茅
渟
の
海
」
は
高
石
〜

忠
岡
〜
泉
大
津
〜
岸
和
田
の
海
の
こ
と
で
あ
り
、
六
甲
の
山
並
は
摂
津
菟
原

う
な
ひ

の
地
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
茅
渟
の
男
が
海
を
渡
っ
て
、
菟

原
娘
子
を
「
妻
問
ひ
」
し
た
伝
説
を
持
つ
。
こ
の
伝
説
は
、「
見
菟
原
處
女
墓
歌
一
首
」（
９
・
一
八
〇
九
〜
一
八
一
一
）、「
追
同
處
女
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墓
歌
一
首
」（
19
・
四
二
一
一
〜
四
二
一
二
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
一
度
目
を
通
し
て
も
ら
い
た
い
。

さ
て
、
岸
和
田
駅
に
と
っ
て
返
し
、
南
海
本
線
の
高
石
ま
で
各
駅
停
車
で
二
十
分
弱
。
高
石
は
「
高
師
の
浜
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
。

大
伴
乃
　
高
師
能
濱
乃
　
松
之
根
乎
　
枕
宿
杼
　
家
之
所
偲
由

大
伴
の
　
高
師
の
浜
の
　
松
が
根
を
　
枕
き
寝
れ
ど
　
家
し
偲
は
ゆ
（
１
・
六
六
　
置
始
東
人
）

文
武
三
年
（
六
九
九
）
一
月
二
十
七
日
〜
二
月
二
十
二
日
、
文
武
天
皇
は
難
波
に
行
幸
す
る
。
こ
の
歌
は
そ
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
作
者
で
あ
る
置
始
東
人
は
万
葉
集
に
し
か
そ
の
名
を
残
さ
な
い
が
、
弓
削
皇
子
挽
歌
（
２
・
二
〇
四
〜
二
〇
六
）
の
作
者
で
も
あ

り
、
当
時
の
宮
廷
歌
人
ら
し
い
。
難
波
宮
は
現
在
の
大
阪
城
の
南
側
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
、
高
石
ま
で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。

一
ヶ
月
近
い
行
幸
故
、
そ
の
途
中
に
「
高
師
の
浜
」
に
ま
で
足
を

の
ば
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
歌
は
高
師
浜
の
松
ヶ
根
を
枕
に

寝
る
け
れ
ど
も
、
家
の
こ
と
、
大
和
の
こ
と
、
妻
の
こ
と
が
思
わ

れ
て
な
ら
な
い
、
と
い
う
典
型
的
な
旅
の
歌
で
あ
る
。

高
石
駅
か
ら
歩
く
こ
と
約
二
十
分
。
加
茂
小
学
校
の
北
側
の
道

路
を
挟
ん
だ
植
え
込
み
に
、

妹
手
呼
　
取
石
池
之
　
浪
間
従
　
鳥
音
異
鳴
　
秋
過
良
之

妹
が
手
を
　
取
石

と
ろ
し

の
池
の
　
波
の
間
ゆ
　
鳥
が
音
異
に
鳴
く

秋
過
ぎ
ぬ
ら
し
（
10
・
二
一
六
六
）

の
歌
碑
が
あ
る
。「
取
石
」
は
、
現
在
で
も
「
取
石

と
り
い
し

」
と
し
て
そ
の

地
名
が
残
っ
て
い
る
。「
妹
が
手
を
」
は
、「
取
石
」
の
「
と
ろ
」

に
掛
か
る
枕
詞
。
そ
の
「
取
石
」
の
池
の
波
の
間
か
ら
、
鳥
の
声

二一六六番歌の歌碑
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が
普
段
と
は
異
な
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
声
に
秋
の
終
わ
り
と
冬
を
見
出
す
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
碑
は
、
写
真
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
（
六
十
五
、
六
十
七
頁
の
写
真
参
照
）、
岸
和
田
の
歌
碑
と
全
く
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ

れ
は
歴
史
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
万
葉
歌
は
添
え
物
の
感
が
強
い
二
基
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
基
の
歌
碑
を
見
る
だ
け
で
優
に
午
前
中
一
杯
は
か
か
る
つ
も
り
で
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
歌
碑
か
ら
の
最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ

富
木
駅
だ
が
、
二
十
分
以
上
歩
く
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
堺

Ｊ
Ｒ
富
木
駅
か
ら
北
に
向
か
う
。
富
木
か
ら
百
舌
鳥
ま
で
は
各
駅
停
車
で
九
分
。

百
舌
鳥
駅
付
近
で
昼
食
と
な
る
。
駅
近
辺
に
は
、
食
事
の
で
き
る
と
こ
ろ
が
多
く

な
い
の
で
、
お
弁
当
を
用
意
し
て
大
仙
公
園
で
食
べ
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
大
仙
公
園
の
目
玉
は
大
仙
古
墳
（
伝
仁
徳
陵
）
で
あ
る
。
堺
に
は
大
仙
古

墳
を
は
じ
め
、
田
出
井
山
古
墳
（
伝
反
正
陵
）、
石
津
ヶ
丘
古
墳
（
伝
履
中
陵
）

な
ど
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
百
舌
鳥
古
墳
群
が
広
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
を
見

る
の
も
悪
く
な
い
。

百
舌
鳥
駅
か
ら
徒
歩
約
十
五
分
、
大
仙
古
墳
（
伝
仁
徳
陵
）
の
お
堀
沿
い
に
は
、

在
管
裳
　
君
乎
者
将
待
　
打
靡
　
吾
黒
髪
尓
　
霜
乃
置
萬
代
日

あ
り
つ
つ
も
　
君
を
ば
待
た
む
　
う
ち
な
び
く
　
我
が
黒
髪
に
　
霜
の
置
く

ま
で
に
（
２
・
八
七
）

の
歌
碑
が
建
つ
。
黒
髪
に
霜
の
置
く
ま
で
君
の
訪
れ
を
待
つ
と
歌
う
こ
の
歌
は
、

八七番歌の歌碑
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仁
徳
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
磐
姫
の
作
と
万
葉
集
に
は
伝
え
る
。
勿
論
、
磐
姫
の
実
作
で
は
な
く
後
の
仮
託
の
作
で
あ
る
。
ま
た
、
大
仙

古
墳
が
実
際
に
は
仁
徳
天
皇
を
葬
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
既
に
判
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
代
の
研
究
水
準
を
当
て
は
め
て
し
ま

う
と
、
い
さ
さ
か
滑
稽
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
実
際
に
木
漏
れ
日
を
浴
び
る
歌
碑
を
前
に
す
る
と
、
磐
姫
が
こ
の
歌
を
詠
っ
て

も
構
わ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
（
１
）
。

な
お
、
記
紀
に
伝
わ
る
磐
姫
像
と
万
葉
に
伝
わ
る
そ
れ
と
は
大
き
く
食
い
違
い
を
見
せ
る
。
一
度
読
み
比
べ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。こ

の
歌
碑
か
ら
徒
歩
約
二
十
分
。
方
違
神
社
に
到
る
。
方
違
神
社
は
、
摂
津
、
河
内
、
和
泉
、
三
国
の
境

さ
か
い

に
位
置
す
る
。
堺
市
、
三

国
ヶ
丘
と
い
う
地
名
は
こ
れ
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
違
神
社
の
入
り
口
左
の
標
柱
に
は
、

三
國
山
　
木
末
尓
住
歴
　
武
佐
左
妣
乃
　
此
待
鳥
如
　
吾
俟

将
痩

三
国
山
　
木
末
に
住
ま
ふ
　
む
さ
さ
び
の
　
鳥
待
つ
ご
と
く

我
待
ち
痩
せ
む
（
７
・
一
三
六
七
）

の
歌
が
刻
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
三
国
山
」
は
堺
市
の
三
国

ヶ
丘
と
は
無
関
係
の
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
、
渡
瀬
昌
忠
氏

『
万
葉
集
全
注
』
は
、

所
在
未
詳
。
福
井
県
坂
井
郡
三
国
町
の
山
も
「
有
力
な
候
補

地
」（
注
釈
）
と
さ
れ
る
が
、
三
つ
の
国
の
国
境
が
そ
こ
に

集
中
し
て
い
る
山
の
名
で
、
各
地
に
あ
る
。

と
、
述
べ
る
。
実
際
、
三
国
ヶ
丘
に
は
山
ら
し
い
山
は
な
く
、
残

念
な
が
ら
三
国
ヶ
丘
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

一三六七番歌の歌碑
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ま
た
、
写
真
撮
影
に
行
っ
た
の
は
十
一
月
。
七
五
三
の
看
板
が
こ
の
標
柱
に
立

て
か
け
ら
れ
、
紐
で
結
わ
え
ら
れ
て
い
た
（
前
頁
写
真
参
照
）。
こ
の
歌
碑
は
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
万
葉
歌
碑
の
な
か
で
も
極
め
て
古

い
部
類
に
は
い
り
、
貴
重
な
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
七
五
三
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
先
を
急
ご
う
。
住
吉
方
面
へ
と
向
か
う
。
方
違
神
社
か
ら
堺
東
ま
で
は

徒
歩
で
五
分
ほ
ど
。
堺
東
か
ら
は
南
海
高
野
線
に
乗
り
、
天
下
茶
屋
で
乗
り
換
え

粉
浜
ま
で
行
く
。
こ
の
間
約
十
一
分
。

粉
浜
の
駅
を
出
る
と
す
ぐ
に
歌
碑
は
見
つ
か
る
。

住
吉
乃
　
粉
濱
之
四
時
美
　
開
藻
不
見
　
隠
耳
哉
　
戀
度
南

住
吉
の
　
粉
浜
の
し
じ
み
　
開
け
も
見
ず
　
隠
り
て
の
み
や
　
恋
渡
り
な
む

（
６
・
九
九
七
）

天
平
六
年
（
七
三
四
）
三
月
の
難
波
行
幸
に
際
し
て
の
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
。

「
し
じ
み
」
は
現
在
の
し
じ
み
と
同
じ
。
初
〜
三
句
が
「
開
く
」
を
起
こ
す
序
詞

に
な
っ
て
い
る
。
恋
す
る
相
手
に
打
ち
明
け
る
こ
と
も
せ
ず
に
、
心
の
内
で
恋
う

て
い
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
粉
浜
付
近
は
当
時
海
中
だ
っ

た
と
思
わ
れ
、
実
際
に
は
も
う
少
し
内
陸
部
が
海
岸
線
を
形
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
海
岸
線
は
決
し
て
な
だ
ら
か

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
吉
井
巌
氏
『
万
葉
集
全
注
　
巻
六
』
他
）。
南
北
に
連
な
る
段
丘
の
下
に
幅
の
狭
い
砂
州
が
続
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
千
三
百
年
の
地
形
変
化
を
念
頭
に
置
い
て
あ
ら
た
め
て
歌
を
読
ん
で
み
て
欲
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
犬
養
孝
氏
の
書
に
な
る
こ
の
歌
碑
は
、
極
め
て
堂
々
と
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
歌
碑
を
探
し
歩
い
て
い
る
と
、

す
で
に
移
転
さ
れ
て
い
た
り
、
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
う
ら
さ
び
た
と
こ
ろ
に
、
誰
に
も
か
え
り 九九七番歌の歌碑
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み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
埃
に
ま
み
れ
た
歌
碑
を
見
出
す
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
よ
う
に
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
碑
を

見
る
と
、
正
直
ほ
っ
と
す
る
も
の
を
感
じ
る
。

粉
浜
を
後
に
し
て
、
次
は
住
之
江
駅
へ
と
向
か
う
。
そ
ろ
そ
ろ
夕
暮
れ
が
近
づ
い
て
く
る
。
粉
浜
駅
は
住
ノ
江
駅
の
一
駅
隣
な
の
で
、

三
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。

住
ノ
江
駅
で
下
車
し
、
旧
紀
州
街
道
を
南
下
す
る
と
、
霰
松
原
を
記
念
し
た
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
に
立
派
な
歌
碑
が
あ
る
。

霰
打
　
安
良
礼
松
原
　
住
吉
乃
　
弟
日
娘
与
　
見
礼
常
不
飽
香
聞

霰
打
つ
　
安
良
礼
松
原
　
住
吉
の
　
弟
日
娘
子
と
　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
１
・
六
五
）

当
該
歌
は
、
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
九
月
二
五
日
〜
十
月
一
二
日
の
難
波
行
幸
の
際
の
詠
出
で
あ
る
。
新
暦
で
は
十
一
月
初
旬
か
ら

下
旬
に
あ
た
る
。「
霰
打
つ
　
あ
ら
れ
松
原
」
も
実
景
の
可
能

性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
あ
ら
れ
松
原
」
を
そ
の
ま
ま
地
名

と
理
解
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
な
お
論
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
は
そ
の
ま
ま
地
名
と
理
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
歌

は
嘱
目
の
景
で
あ
る
松
原
を
讃
美
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る

が
、
そ
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「（
あ
ら
れ
松
原

を
）
弟
日
娘
子
と
し
て
見
て
も
見
飽
き
な
い
。」
と
す
る
か
、

「（
あ
ら
れ
松
原
を
）
弟
日
娘
子
と
一
緒
に
見
る
と
見
飽
き
る
こ

と
が
な
い
。」
と
す
る
か
で
論
が
割
れ
る
。
後
者
だ
と
す
る
と
、

土
地
讃
美
と
と
も
に
在
地
の
遊
行
女
婦
（
宮
都
か
ら
訪
れ
た
官

人
た
ち
の
接
待
役
を
し
て
い
た
女
性
か
）
に
対
す
る
讃
美
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
、少
し
和
ら
い
だ
宴
席
で
の
歌
と
な
ろ
う
か
。

六五番歌の歌碑
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今
は
こ
の
説
に
よ
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
歌
碑
に
も
見
え
る
よ
う
に
、「
住
吉
」
は
「
す
み
の
え
」
と
訓
む
。
こ
の
歌
に
限
ら

ず
、
奈
良
時
代
ま
で
は
「
す
み
よ
し
」
と
い
う
地
名
は
な
く
、
す
べ
て
「
す
み
の
え
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
む
す
び

こ
の
後
、
徒
歩
で
住
吉
大
社
ま
で
十
分
ほ
ど
。
万
葉
の
時
代
に
現
在
の
社
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
反
橋
（
太
鼓
橋
）
を
渡
り
、

国
宝
の
社
殿
見
学
は
外
せ
ま
い
。
暮
れ
な
ず
む
境
内
を
一
周
し
、
六
百
基
に
も
及
ぶ
石
灯
籠
を
眺
め
て
一
日
の
行
程
を
終
え
る
こ
と
に

し
よ
う
。

注（
１
）
二
〇
〇
七
年
に
は
、
こ
の
歌
碑
の
す
ぐ
近
く
に
、
磐
姫
の
歌
碑
が
四
基
設
置
さ
れ
る
。


